
第5号六本木三丁目児童遊園周辺地区
整備検討会ニュース

令和４年 9月発行　港区

■日時：令和４年8月19日（金）
　　　 18：30～20：30

■場所：麻布区民協働スペース

■出席者：５名（オブザーバー２名）

　残暑の候、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

　日頃より港区のまちづくりへご理解・ご協力を賜り感謝申し上げます。

　港区では「六本木三丁目児童遊園周辺地区」の治安の改善を図るとともに、安全・安心な環境整備と

新たなにぎわいの創出を目指し、検討を行っています。

　そこで、去る8月19日に地元の皆様にご意見を伺う「六本木三丁目児童遊園周辺地区整備検討会

（以下、検討会）」の第２回を開催しました。

　本紙では、検討会のご報告と当日いただいた主なご意見をご紹介いたします。

　今後も検討会ニュースにて、整備に向けた検討状況をご報告して参りますので、ご理解・ご協力の

程よろしくお願い申し上げます。

　第２回検討会は、「維持管理と施設整備について（その２）」

というテーマを基に、①維持管理（ソフト面）と②地区全体の

整備（ハード面）についてご議論いただきました（②について

は模型をご提示）。

　当日はたくさんの貴重なご意見をいただき、ありがとうござ

いました。裏面にて、当日いただいた主なご意見をご紹介いた

します。

　次回検討会においても、今回いただいたご意見を踏まえて、

ソフト・ハードの両輪で検討を進めていきたいと考えておりま

すので、引き続き、ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたし

ます。

１ 第２回検討会開催のご報告

開催概要

模型を用いた議論の様子

公衆トイレ及び児童遊園の開放に関する３パターン

公衆トイレ 24時間開放
＋児童遊園夜間閉鎖（フェンスあり）

現在

￥ ＋有料公衆
トイレ 青色パトロールカー青色パトロールカー

新公衆トイレ 24時間開放
＋新児童遊園 24時間開放（フェンスなし）

新公衆トイレ夜間閉鎖
＋新児童遊園夜間閉鎖（フェンスあり）

新公衆トイレ夜間閉鎖
＋新児童遊園 24時間開放（フェンスなし）

フェンスなしの場合の夜間の安全安心を確保するためのアイディア

ガードマン等ガードマン等 警察警察
人件費

ガードマン等の夜間常駐 警察と青色パトロールカー
による定時巡回

夜間の安全安心のために
ガードマン等を雇用する。

夜間の安全安心のために
警察と青色パトロールカー
による警備を強化する。



［TEL］03-5114-8815　［FAX］03-3585-3276
連絡先：港区麻布地区総合支所　まちづくり課　まちづくり係（担当：山口・渡辺・近藤）

◎ご質問・ご意見等、随時受付けておりますので、下記までご連絡ください。

２ 当日の主なご意見

１．地区全体の整備（ハード面）について
・プラン第２案のように、公衆トイレの建物を分けて配置するのは、１つあたりの建物が小さくなり良い。

・プラン第２案のように、男性用トイレと女性用トイレが離れているのは良い。

・トイレの建物をできるだけ小さくして、防犯上の課題となる死角を減らしたい。

・トイレ内に多くの人が入れない方が安全なため、男性用トイレは洋式大便器１つでも良いのではないか。

・公衆トイレの個室を小さくして１人しか入れないようにしても、防犯性の観点から夜間開放は難しいと思う。

・ユニバーサルデザイントイレは、中で悪事が行われやすく管理が難しい。現在もユニバーサルデザイントイレは無

いため、再整備にあたって必ずしも設置する必要はないのではないか。

・仮にユニバーサルデザイントイレを設置したとしても、内部での犯罪行為等が想定されるため、例えば20時～
８時頃まで閉鎖することが必要ではないか。

・公衆トイレは男女兼用の１つのトイレとするのが良いのではないか。有料制で一人用の小さい公衆トイレであれ
ば、夜間開放も可能ではないか。

・酔っ払いは早朝から出歩いているため、夜間閉鎖しても早朝に開放したら意味がない。公衆トイレの主な対象

者は子供とその親なので、早朝に開放する必要はなく、10時頃から開放すれば良いのではないか。

２．公衆トイレの夜間閉鎖の実験について

・実施期間は、１ヶ月でも２ヶ月でもどちらでも良い。

・実施期間は最低でも連続して２ヶ月間は必要。

・実施時間は、早朝は酔っ払いがいるので、22時～７時・８時・９時頃まで閉鎖した方が良い。

・クリスマス前や正月明け等の飲酒する人が多いと考えられる時期はトイレ需要が大きいと考えられるので、その

頃に実施するのが良い。

３．維持管理（ソフト面）について

・現在の当該地区の状況でフェンスを無くすのは困難であり、フェンスを無くした場合の安全確保を誰が担うのか
という問題もあるため、当面はフェンスが必要。

・現在は、既存公衆トイレがあることで見通しが悪いため、児童遊園を夜間閉鎖しているのではないか。再整備
で広くオープンになるのであれば、フェンスは無くしても良いのではないか。

・せっかくお金をかけて再整備するのであれば、すっきりとした形で良いものを造れば良いと思う。ただし、できる限り

児童遊園内で飲食はしてほしくない。せっかく綺麗に整備しても、食べ残しや空き缶等が放置される。

・せっかくお金をかけるのであれば、児童遊園をフェンスで塞ぐ必要はないと思う。ただし、飲酒禁止や飲食可能
時間帯等のルールを作った上で、それに違反した場合の罰則制度を設けるなどはしなければならない。

・六本木は世界でも脚光を浴びている街であり、良いものをつくりたいと思う。世界的に知られている六本木だか
らこそ、厳しい規制を設けるなど、他の街と違うことをやっても良いのではないか。

・飲酒禁止や罰則等のルール作りには時間を要するため、フェンスを設置する必要がある。ただし、出入口の扉や
フェンスをデザイン性のあるものにするといった工夫は考えられる。

・青色パトロールカーが小刻みに巡回したところで、そこまで効果があるとは思えない。青色パトロールカーが常駐す

るのであれば良いかもしれないが、それによりまた新しいトラブルが生まれる恐れもある。

・飲酒禁止等のルールがあればそれに違反している人を咎めることができるが、ルール自体が無ければ、警察や青色パト
ロールカーが巡回したところで何の意味もない。

・六本木三丁目児童遊園だけのルールではなく、港区全ての公園でそのようなルールを作ってほしい。公共の場での

飲酒は許可制にするなどしなければ、秩序は守られない。

・仮に公衆トイレを有料制にしても、トイレが汚れていたらその利用者はお金を払っても良いとは絶対に思わない。

有料制にする場合は、綺麗な状態を維持するための管理をどのように行うかという議論になる。


